
日本学生支援機構 令和７年度特に優れた業績による 

返還免除候補者の募集について（大学院第一種奨学金） 

【令和７年９月修了予定者対象】 
 

１．制度の概要 

  大学院において第一種奨学金の貸与を受けた学生であって、貸与期間中に特に優れ

た業績を挙げた者として日本学生支援機構が認定した場合には、返還開始前に奨学金の

全部又は一部の返還が免除されます。 

 

日本学生支援機構からの募集通知は、例年１２月頃ですが、９月修了者向けに事前に

お知らせするものです。 

 

２．対象者 

  以下のすべてに該当する者が対象となります。 

① 大学院第一種奨学金採用者で、令和７年度に貸与が終了する（した）者。 

 

 令和７年度中に、「辞退」（日本学術振興会特別研究員採用内定による「辞退」も含

みます）、または「退学」する予定の方も、令和７年度の募集対象者に含まれます。来

年度は申請できませんのでご注意ください。なお、申請する場合は事前に「異動願」を

提出してください。 

 

② 貸与終了時に在学している課程で、当該奨学金の貸与期間中に特に優れた業績を挙

げていること。（貸与期間以外の期間の業績は含まれません。） 

 

なお、博士後期課程については、返還免除内定者を除き、「学位論文その他の研究論

文」の業績が必須になります。 

 

③ リレー口座（口座振替による返還）の加入手続を行っていること。 

加入手続は遅くとも返還免除の申請期限までに行ってください。手続が済んでいな

い場合は申請を受け付けません。 

ただし、次の者は対象外になります。 

令和５年度以降に博士後期課程において第一種奨学生として採用された者で、国 

立研究開発法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が実施する「科学技術イノベーション創出

に向けた大学フェローシップ創設事業」、「次世代研究者挑戦的研究プログラム

（SPRING）※」又は「国家戦略分野の若手研究者及び博士後期課程学生の育成事業

（BOOST）次世代 AI 人材育成プログラム（博士後期課程学生支援）」の支援を受けた

者は、「特に優れた業績による返還免除制度」の申請の対象外になります。（※印は、

「創発的海洋研究・産業人材育成プロジェクト」が該当します。） 

 

３．募集人数 

     博士前期課程  １7名（予定） 

     博士後期課程   1名（予定） 

 

４．申請手続 



  下記書類を、論文指導教員及び専攻主任を経て、本人から直接担当係まで提出してく

ださい。 

 

５．提出書類 

 (1) 「日本学生支援機構奨学金返還免除申請書（大学・様式１表・裏）〔ワード形式〕 

 (2) 研究業績リスト（大学・様式２）〔ワード形式〕 

 (3) 業績優秀者返還免除申請書（日本学生支援機構・様式１ 表・裏）※ 

   

（参考・昨年度様式）令和 6 年度様式(3) 業績優秀者返還免除申請書（日本学生支援

機構・様式１ 表・裏）〔エクセル形式〕※ 

 

（参考・昨年度様式）令和 6 年度様式(3) 業績優秀者返還免除申請書（日本学生支援

機構・様式１ 表・裏）（記入例）〔PDF形式〕※ 

 

※(3)の様式について、９月終了予定者の方は、現時点で今年度の申請書等様式が未

発表のため、昨年度の様式で仮提出していただき、令和 8 年 1 月末までに令和７年度

の様式で再提出していただく予定です。 

12 月に大学ホームページに掲載する「令和７年度日本学生支援機構奨学金返還免除

候補者の募集について（３月修了予定者対象）で正式な様式を配付しますので、12月の

掲載情報を必ず確認してください。 

 

(4)業績として申請した「大学院における特に優れた業績を証明する資料」 

「業績を証明する書類」は、１点あたりの資料の必要項目及びページ数の上限が設け

られています。こちら（資料の必要項目及びページ数）を確認の上、それぞれの「業績項

目」ごとに定められたページ数の上限内に必要項目が含まれるようにページ数を調整し

た資料としてください。 

また、「業績を証明する資料」は学内の選考で確認後、最終的に日本学生支援機構へ

提出する際は、学内の審査の結果、特に優れた業績と認めた項目の資料のみ提出とな

り、かつ「様式 1_業績優秀者返還免除申請書」の一つの業績項目ごとに１点までしか送

付できません。（ただし、日本学生支援機構での審査で必要になった場合は全体の資料

の提出が求められる場合があります。） 

したがって、仮に日本学生支援機構へ書類を提出することになった場合には、実際に

どの「業績を証明する書類」の送付を希望するのか、「令和 7 年度業績優秀者返還免除

申請書」の「資料番号」欄の該当箇所に鉛筆で❍印を付してください。 

 

※本学では評価対象外ですが、学位論文の論文要旨（アブストラクト）も必ず添付して提

出ください。 

 

 

(5)返還免除申請チェックシート〔PDF形式〕 

 

※資料は全て A4サイズで１部提出してください。 

※（1）～（3）の様式は両面刷りで作成してください。 

※申請書類の詳しい記入方法については、申請書類記入要領を参照してください。 

 

 

https://www.kaiyodai.ac.jp/campuslife/docs/upload-docs/21b0df4f572fcb38c99c1ae08aa8c3ffea4e9491.doc
https://www.kaiyodai.ac.jp/campuslife/docs/upload-docs/a91067b538d0b8d162bf74be28917ef1af39a9f8.doc
https://www.kaiyodai.ac.jp/campuslife/docs/upload-docs/a358de7ddbd9670a90c54f5250398215b85beac4.xlsx
https://www.kaiyodai.ac.jp/campuslife/docs/upload-docs/95f91514f7aaed0bad8d61b222315e24e6eb9611.pdf
https://www.kaiyodai.ac.jp/campuslife/docs/upload-docs/fc04ed78b263eea9128eb3aac42ec888be1596c1.pdf
https://www.kaiyodai.ac.jp/campuslife/docs/upload-docs/5f6d26dad8810d1e60b1151854d737dfc03299f5.pdf


６．提出期限 

 令和７年９月２４日（水）１７：００ 

 

７．申請窓口 

 （１）印刷物等提出先 

   品川キャンパス    学生サービス課奨学係（電話 03－5463－0434） 

   越中島キャンパス  越中島地区事務室学生支援係（電話 03－5245－7317） 

 

 （２）データ提出先 

「５．提出書類(3)」の「（日本学生支援機構・様式１）業績優秀者返還免除申請書」は印

刷物のほかにデータ（エクセル形式）でも提出が必要です。学生サービス課奨学係にメー

ルで提出してください。 

g-syou@o.kaiyodai.ac.jp 

 

 

８．決定時期 

  令和８年７月予定 

 

 

９．問合せ先 

学生サービス課奨学係（g-syou@o.kaiyodai.ac.jp）まで 

提出方法についての不明点等がある場合は、メールにてお問い合わせください。 

 

１０．様式 

(1) 「日本学生支援機構奨学金返還免除申請書（大学・様式１表・裏）〔Word〕※ 

 (2) 研究業績リスト（大学・様式２）〔Word〕 

 (3) 業績優秀者返還免除申請書（日本学生支援機構・様式１ 表・裏）※ 

(4) 「大学院における特に優れた業績を証明する資料」の必要項目およびページ数  

(5) 返還免除申請チェックシート〔PDF〕 

(6) 申請書類記入要領※ 

 

※印は昨年度の様式です。 

 

 

〈参考〉 

❍独立行政法人日本学生支援機構奨学金返還免除候補者の推薦に関する要項〔PDF形

式〕 

❍独立行政法人日本学生支援機構奨学金返還免除候補者の推薦に関する業績評価方

法について〔PDF形式〕 

https://www.kaiyodai.ac.jp/campuslife/docs/upload-docs/4a3000263482e9bb5b53c4400a74a2554ecb5e13.pdf
https://www.kaiyodai.ac.jp/campuslife/docs/upload-docs/e43203ca82beb9e6413b4184963f840793017ce9.pdf

